
 
フランス領インドシナへの飛行 

齊藤 勝男 (S-50600・東京) 
 
 

1930年3月フランス人飛行家モーリス・ノゲに

よ り マル セイ ユ～ イン ド シナ まで 10 日 間で

12,000㎞を飛行し開発されました。 エール・オリ

エント航空によりフランス領インドシナ（トンキン

、ラオス、アンナン、カンボジア、コーチシナ）宛

てへの定期航空便の運航を1931年1月16日開設し

、 マ ル セ イ ユ ～ ベ イ ル ー ト 間 を CAMS 53-1 

"SYRIE"飛行艇で、 ベイルート～サイゴンを 

FOKKER F. VIIb 3m間を使用し開設。 1934年エ

ールフランス航空に吸収合併によりインドシナ間

空路及び香港まで延長空路を開設、1940年ヨーロ

ッパ戦線激化により運航停止までの初便航空郵便

カバーから最終便カバー迄と航空切手にて展示し

ます。 


